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これから子 (こ)どもたちが羽 (は)ばたく「未来 (みらい)」は、
　　　世界 (せかい)とすぐにつながる社会 (しゃかい)　×　地球 (ちきゅう)規模 (きぼ)の課題 (かだい)を解 (かい)決 (けつ)しなければいけない、将来 (しょうらい)の予測 (よそく)ができない社会 (しゃかい)であるため


横浜 (よこはま)の教育 (きょういく)で育 (そだ)てようとしている人 (ひと)


自 (みずか)ら学 (まな)び　社会 (しゃかい)とつながり　ともに未来 (みらい)を創 (つく)る人 (ひと)


（横浜 (よこはま)教育 (きょういく)ビジョン2030）


子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりが「未来 (みらい)」を創 (つく)るために必要 (ひつよう)なこと


自分 (じぶん)の弱 (よわ)さや強 (つよ)さを知 (し)りながら、人 (ひと)と協力 (きょうりょく)して、

可能性 (かのうせい)を広 (ひろ)げる力 (ちから)


自 (みずか)らの人生 (じんせい)を舵 (かじ)取 (と)りするたくましさ


世界 (せかい)の人 (ひと)たちと出会 (であ)ってともに

新 (あたら)しい価値 (かち)を創 (つく)り出 (だ)そうとする力 (ちから)


多様性 (たようせい)や変化 (へんか)を受 (う)け止 (と)め、

可能性 (かのうせい)を最大限 (さいだいげん)に広 (ひろ)げるしなやかさ
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この計画 (けいかく)について


計画 (けいかく)体系 (たいけい)


　2018年 (ねん)、横浜市 (よこはまし)では、2030年 (ねん)頃 (ごろ)のことを考 (かんが)えて、どのような教育 (きょういく)をめざすのかをまとめました。これを「横浜 (よこはま)教育 (きょういく)ビジョン2030」と言 (い)います。ビジョンを実現 (じつげん)するための計画 (けいかく)が、「第 (だい)５期 (き)横浜市 (よこはまし)教育 (きょういく)振興 (しんこう)基本 (きほん)計画 (けいかく)」です。

　計画 (けいかく)の期間 (きかん)は、2026年 (ねん)度 (ど)から2029年 (ねん)度 (ど)までです。



　施策 (しさく)ごとに、「目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)」、「主 (おも)な取組 (とりくみ)」、「主 (おも)な目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)」を決 (き)めて、どこまですすんでいるかを確認 (かくにん)します。


柱 (はしら)


施策 (しさく)


１　すべての子 (こ)どもの可能性 (かのうせい)を広 (ひろ)げる学 (まな)びをすすめます


２　いっしょに未来 (みらい)をつくるグローバル人材 (じんざい)を育 (そだ)てます


３　安心 (あんしん)して学 (まな)べる環境 (かんきょう)をつくります


４　社会 (しゃかい)全体 (ぜんたい)で子 (こ)どもを支 (ささ)えます


５　子 (こ)どもたちの学 (まな)びを支 (ささ)える先生 (せんせい)


６　学校 (がっこう)の大 (おお)きさや学校 (がっこう)の建物 (たてもの)をより良 (よ)くします


７　市民 (しみん)の豊 (ゆた)かな学 (まな)び


１　子 (こ)どもの「どうしてかな？」「やってみたい！」を大切 (たいせつ)にして、子 (こ)どものもっている

　　力 (ちから)を育 (そだ)てます

２　豊 (ゆた)かな心 (こころ)を育 (そだ)てます

３　健康 (けんこう)な体 (からだ)を育 (そだ)てます

４　子 (こ)どもの状況 (じょうきょう)に合 (あ)わせた教育 (きょういく)をすすめます

５　未来 (みらい)に向 (む)けた高校 (こうこう)教育 (きょういく)をすすめます

６　子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりの安心 (あんしん)と挑戦 (ちょうせん)を支 (ささ)え続 (つづ)ける環境 (かんきょう)をつくります


１　世界 (せかい)の人 (ひと)たちとコミュニケーションする力 (ちから)を育 (そだ)てます

２　自分 (じぶん)の人生 (じんせい)を主体的 (しゅたいてき)につくり、社会 (しゃかい)と未来 (みらい)をつくっていく人材 (じんざい)を育 (そだ)てます


１　一人 (ひとり)ひとりの子 (こ)どもを大切 (たいせつ)にして、安心 (あんしん)して学 (まな)べる環境 (かんきょう)をつくります


１　子 (こ)どもを支 (ささ)えるたくさんの人 (ひと)とつながります

２　福祉 (ふくし)や医療 (いりょう)などと協力 (きょうりょく)して、子 (こ)どもを支 (ささ)えます

３　家庭 (かてい)での教育 (きょういく)を助 (たす)けます


１　子 (こ)どもたちの学 (まな)びを支 (ささ)える先生 (せんせい)を育 (そだ)て、先生 (せんせい)の仕事 (しごと)の良 (よ)いところを伝 (つた)えます

２　先生 (せんせい)の働 (はたら)き方 (かた)をより良 (よ)くします


１　みんながちょうどいい人数 (にんずう)で学 (まな)べる学校 (がっこう)

２　学校 (がっこう)の建物 (たてもの)を新 (あたら)しくしたり使 (つか)いやすくしたりします


１　ずっと学 (まな)び続 (つづ)けられるようにします

２　市立 (しりつ)図書館 (としょかん)をより良 (よ)くし、利用 (りよう)しやすくします
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施策 (しさく)１　子 (こ)どもの「どうしてかな？」「やってみたい！」を大切 (たいせつ)にして、
子 (こ)どものもっている力 (ちから)を育 (そだ)てます


デジタル技術 (ぎじゅつ)を使 (つか)って子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりの様子 (ようす)を知 (し)り、子 (こ)どもの「どうしてかな？」「やってみたい！」を
大切 (たいせつ)にして、子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりのもっている力 (ちから)を育 (そだ)てます。


●子 (こ)どもの「どうしてかな？」「やってみたい！」を大切 (たいせつ)にする学 (まな)びを実現 (じつげん)します

●子 (こ)どもの「どうしてかな？」「やってみたい！」を大切 (たいせつ)にする授業 (じゅぎょう)を考 (かんが)えます

●先生 (せんせい)たちみんなで協力 (きょうりょく)して授業 (じゅぎょう)をします

●デジタル技術 (ぎじゅつ)や横浜 (よこはま)のビッグデータをできるかぎり使 (つか)います

●デジタル技術 (ぎじゅつ)をずっと安全 (あんぜん)、安心 (あんしん)に使 (つか)えるようにします


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)




「どうしてかな？」「やってみたい！」を
大切 (たいせつ)にして学 (まな)んでいる子 (こ)どもの割合 (わりあい)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


小 (しょう)６：90％　　中 (ちゅう)３：90％


柱 (はしら)１


施策 (しさく)２　豊 (ゆた)かな心 (こころ)を育 (そだ)てます


子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりが自分 (じぶん)の気 (き)持 (も)ちを知 (し)り、自分 (じぶん)を大切 (たいせつ)に思 (おも)い、自信 (じしん)をもって、将来 (しょうらい)を予測 (よそく)できない社会 (しゃかい)を

しなやかに歩 (あゆ)んでいくことができる豊 (ゆた)かな心 (こころ)を育 (そだ)てます。


●人 (ひと)が生 (う)まれながらにもつ権利 (けんり)を大切 (たいせつ)にする教育 (きょういく)をすすめます

●学校 (がっこう)の教育 (きょういく)活動 (かつどう)全体 (ぜんたい)で道徳 (どうとく)教育 (きょういく)をすすめます

●リアルな活動 (かつどう)のなかで子 (こ)どものもっている力 (ちから)を育 (そだ)てます

●心 (こころ)の健康 (けんこう)教育 (きょういく)をすすめます

●「ほんもの」に触 (ふ)れるきっかけをつくります


そのままの自分 (じぶん)を認 (みと)められる子 (こ)どもの割合 (わりあい)


小 (しょう)６：85.0％　　中 (ちゅう)３：80.0％


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)






目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


小 (しょう)６：88.4％　　中 (ちゅう)３：88.0％


小 (しょう)６：79.9％　　中 (ちゅう)３：77.2％


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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施策 (しさく)３　健康 (けんこう)な体 (からだ)を育 (そだ)てます


施策 (しさく)４　子 (こ)どもの状況 (じょうきょう)に合 (あ)わせた教育 (きょういく)をすすめます


子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりが自分 (じぶん)の健康 (けんこう)と向 (む)き合 (あ)い、自分 (じぶん)の可能性 (かのうせい)をできるかぎり広 (ひろ)げていけるように、
心 (こころ)や体 (からだ)の健康 (けんこう)を守 (まも)ることで、健康 (けんこう)に生活 (せいかつ)できる健 (すこ)やかな体 (からだ)を育 (そだ)てます。


学校 (がっこう)に行 (い)っていない子 (こ)ども、生活 (せいかつ)が苦 (くる)しい家庭 (かてい)の子 (こ)ども、特別 (とくべつ)な助 (たす)けが必要 (ひつよう)な子 (こ)ども、日本語 (にほんご)がわからない

子 (こ)どもなど、すべての子 (こ)どもが、どんなときでも安心 (あんしん)できる学 (まな)びの環境 (かんきょう)をつくります。


●中学校 (ちゅうがっこう)の生徒 (せいと)みんなに給食 (きゅうしょく)を提 (てい)供 (きょう)したり、子 (こ)どもの成長 (せいちょう)に合 (あ)わせた食育 (しょくいく)をすすめたりします

●一生 (いっしょう)健康 (けんこう)に、スポーツを楽 (たの)しめるようにします

●子 (こ)どもと先生 (せんせい)が続 (つづ)けられる部活動 (ぶかつどう)にします

●健康 (けんこう)についての教育 (きょういく)をすすめます


●すべての子 (こ)どもの多様 (たよう)な「今 (いま)」を大切 (たいせつ)に、可能性 (かのうせい)を広 (ひろ)げる学 (まな)びをすすめます

●学校 (がっこう)に通 (かよ)う前 (まえ)や通 (かよ)っているときの相談 (そうだん)などをより良 (よ)くします

●小 (しょう)・中学校 (ちゅうがっこう)、高校 (こうこう)で特別 (とくべつ)支援 (しえん)教育 (きょういく)をすすめます				●特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)を充実 (じゅうじつ)させます

●子 (こ)どもたちがいっしょに学 (まな)べるようにします

●学校 (がっこう)に行 (い)っていない子 (こ)どもの居場所 (いばしょ)を増 (ふ)やしたり、学 (まな)びを助 (たす)けたりします

●日本語 (にほんご)がわからない子 (こ)どもの支援 (しえん)をします					●生活 (せいかつ)が苦 (くる)しい家庭 (かてい)の子 (こ)どもを助 (たす)けます


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


体力 (たいりょく)、運動 (うんどう)が得意 (とくい)かどうか、性別 (せいべつ)や障害 (しょうがい)があるかないかなどに
関係 (かんけい)なく、運動 (うんどう)やスポーツを楽 (たの)しくしたいと思 (おも)う子 (こ)どもの割合 (わりあい)


子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりの状況 (じょうきょう)に合 (あ)わせた計画 (けいかく)と支援 (しえん)により、
自分 (じぶん)の子 (こ)どもが成長 (せいちょう)していると感 (かん)じている保護者 (ほごしゃ)の割合 (わりあい)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


（2024年 (ねん)度 (ど)）
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施策 (しさく)５　未来 (みらい)に向 (む)けた高校 (こうこう)教育 (きょういく)をすすめます


施策 (しさく)６　子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりの安心 (あんしん)と挑戦 (ちょうせん)を支 (ささ)え続 (つづ)ける環境 (かんきょう)をつくります


高校 (こうこう)でも、横 (よこ)浜 (はま)市 (し)ならではの小 (しょう)・中学校 (ちゅうがっこう)からの学 (まな)びを続 (つづ)けられるように、それぞれの
学校 (がっこう)の取組 (とりくみ)をより良 (よ)くして、これからの市立 (しりつ)高校 (こうこう)について考 (かんが)えます。


子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりが豊 (ゆた)かな可能性 (かのうせい)を開花 (かいか)できるように、入学 (にゅうがく)や進級 (しんきゅう)などの変化 (へんか)を受 (う)け止 (と)めて、安心 (あんしん)した環境 (かんきょう)で挑戦 (ちょうせん)できるような環境 (かんきょう)をつくります。


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


●未来 (みらい)に向 (む)けた高校 (こうこう)教育 (きょういく)をすすめます

●それぞれの学校 (がっこう)の取組 (とりくみ)をより良 (よ)くします

●グローバル教育 (きょういく)やサイエンス教育 (きょういく)をすすめます

●一人 (ひとり)ひとりを大切 (たいせつ)にする高校 (こうこう)教育 (きょういく)を実現 (じつげん)します


●幼稚園 (ようちえん)・保育 (ほいく)園 (えん)・小学校 (しょうがっこう)が協力 (きょうりょく)して、小学校 (しょうがっこう)に入 (はい)ったときに困 (こま)ることを少 (すく)なくします

●小学校 (しょうがっこう)から中学校 (ちゅうがっこう)、さらに高校 (こうこう)までのつながりを大切 (たいせつ)に学 (まな)べるようにします

●すべての子 (こ)どもの可能性 (かのうせい)を広 (ひろ)げる学 (まな)びができるように考 (かんが)えます


それぞれの学校 (がっこう)の学 (まな)びを良 (よ)いと思 (おも)う生徒 (せいと)の割合 (わりあい)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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柱 (はしら)２


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


施策 (しさく)１　世界 (せかい)の人 (ひと)たちとコミュニケーションする力 (ちから)を育 (そだ)てます


自分 (じぶん)の人生 (じんせい)を自分 (じぶん)でつくり、社会 (しゃかい)との関係 (かんけい)を考 (かんが)えて動 (うご)き、
みんなといっしょに協力 (きょうりょく)して未来 (みらい)をつくれる人 (ひと)を育 (そだ)てます。


●英語 (えいご)教育 (きょういく)を充実 (じゅうじつ)させます

●いろいろな国 (くに)や文化 (ぶんか)について学 (まな)びます


●自分 (じぶん)の人生 (じんせい)を主体的 (しゅたいてき)につくり、社会 (しゃかい)と未来 (みらい)をつくっていく人材 (じんざい)を育 (そだ)てます


英語 (えいご)を使 (つか)って聞 (き)いたり、話 (はな)したり、読 (よ)んだり、
書 (か)いたりして、自分 (じぶん)の気 (き)持 (も)ちや考 (かんが)えを他 (ほか)の人 (ひと)と
伝 (つた)え合 (あ)いたいと思 (おも)う子 (こ)どもの割合 (わりあい)


地域 (ちいき)や社会 (しゃかい)の問題 (もんだい)を勉強 (べんきょう)しているときに
自分 (じぶん)たちで見 (み)つけて、答 (こた)えを出 (だ)すことが
できると思 (おも)う子 (こ)どもの割合 (わりあい)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


世界 (せかい)の人 (ひと)たちと出 (で)会 (あ)っていっしょに新 (あたら)しいことに挑戦 (ちょうせん)することができるように、
新 (あたら)しいことに挑戦 (ちょうせん)する勇気 (ゆうき)を育 (そだ)てます。さらに、英語 (えいご)などによるコミュニケーション力 (りょく)、話 (はな)し合 (あ)いをする力 (ちから)を育 (そだ)てます。


施策 (しさく)２　自分 (じぶん)の人生 (じんせい)を主体的 (しゅたいてき)につくり、社会 (しゃかい)と未来 (みらい)をつくっていく人材 (じんざい)を育 (そだ)てます


小 (しょう)6：80.0％
中 (ちゅう)3：80.6％


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


小 (しょう)6：85％
中 (ちゅう)3：85％
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目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


柱 (はしら)３


施策 (しさく)１　一人 (ひとり)ひとりの子 (こ)どもを大切 (たいせつ)にして、安心 (あんしん)して学 (まな)べる環境 (かんきょう)をつくります


いろいろな問題 (もんだい)に気 (き)づいて、ていねいに対応 (たいおう)し、子 (こ)ども一人 (ひとり)ひとりが安心 (あんしん)して学 (まな)べる環境 (かんきょう)を

つくります。


●子 (こ)どもの意見 (いけん)を大切 (たいせつ)にして、安心 (あんしん)できる環境 (かんきょう)をつくります

●チームでしっかり対応 (たいおう)します

●デジタル技術 (ぎじゅつ)を使 (つか)って、子 (こ)どものSOSに早 (はや)く気 (き)づいて対応 (たいおう)します

●専門家 (せんもんか)や関係 (かんけい)機関 (きかん)と協力 (きょうりょく)して、安心 (あんしん)できる環境 (かんきょう)をつくります


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


学校 (がっこう)が安心 (あんしん)できる場所 (ばしょ)だと感 (かん)じている子 (こ)どもの割合 (わりあい)


小 (しょう)６：87％　　中 (ちゅう)３：87％


横浜 (よこはま)子 (こ)ども会議 (かいぎ)（区 (く)交流会 (こうりゅうかい)）


小 (しょう)６：85.7％　　中 (ちゅう)３：84.0％


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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柱 (はしら)４


施策 (しさく)１　子 (こ)どもを支 (ささ)えるたくさんの人 (ひと)とつながります


施策 (しさく)２　福祉 (ふくし)や医療 (いりょう)などと協力 (きょうりょく)して、子 (こ)どもを支 (ささ)えます


施策 (しさく)３　家庭 (かてい)での教育 (きょういく)を助 (たす)けます


子 (こ)どもの学 (まな)びや体験 (たいけん)を増 (ふ)やし、地域 (ちいき)を支 (ささ)える意識 (いしき)を育 (そだ)てるために、学校 (がっこう)が社会 (しゃかい)とつながることで、子 (こ)どもを守 (まも)り、

地域 (ちいき)みんなで支 (ささ)えます。


福祉 (ふくし)や医療 (いりょう)などと協力 (きょうりょく)して、子 (こ)どもを守 (まも)り支 (ささ)えます。


保護者 (ほごしゃ)が安心 (あんしん)して家庭 (かてい)での教育 (きょういく)をできるように、家庭 (かてい)を孤立 (こりつ)させず、子 (こ)ども守 (まも)り支 (ささ)えます。


●学校 (がっこう)と地域 (ちいき)がつながり、協力 (きょうりょく)します

●子 (こ)どもの安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)を守 (まも)ります


●専門家 (せんもんか)といっしょにていねいに対応 (たいおう)します

●子 (こ)どもが安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)に過 (す)ごせる居場所 (いばしょ)を守 (まも)ります


●家庭 (かてい)での教育 (きょういく)を、みんなでいっしょに支 (ささ)えます。


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


学校 (がっこう)に通 (かよ)う年 (とし)の子 (こ)どもがいる家庭 (かてい)向 (む)けのイベント
に参加 (さんか)して、保護者 (ほごしゃ)どうしがつながり、子 (こ)育 (そだ)ての
不安 (ふあん)がへったと答 (こた)えた人 (ひと)の割合 (わりあい)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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施策 (しさく)１　子 (こ)どもたちの学 (まな)びを支 (ささ)える先生 (せんせい)を育 (そだ)て、先生 (せんせい)の仕事 (しごと)の良 (よ)いところを伝 (つた)えます


施策 (しさく)２　先生 (せんせい)の働 (はたら)き方 (かた)をより良 (よ)くします


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


子 (こ)どもを支 (ささ)える先生 (せんせい)を育 (そだ)て、先生 (せんせい)がいきいきと働 (はたら)き、学 (まな)び続 (つづ)けられる環境 (かんきょう)を

つくります。先生 (せんせい)の仕事 (しごと)の良 (よ)いところを広 (ひろ)め、なりたい人 (ひと)を増 (ふ)やします。


先生 (せんせい)の働 (はたら)き方 (かた)を見 (み)直 (なお)して時間 (じかん)と心 (こころ)のゆとりをつくり、先生 (せんせい)が元気 (げんき)に子 (こ)どもに向 (む)き合 (あ)える環境 (かんきょう)を整 (ととの)えます。


●先生 (せんせい)になりたい人 (ひと)を育 (そだ)てます

●先生 (せんせい)になりたい人 (ひと)を集 (あつ)めます

●先生 (せんせい)が学 (まな)び続 (つづ)けられるようにします 

●先生 (せんせい)の仕事 (しごと)の良 (よ)いところを伝 (つた)えます


●時間 (じかん)割 (わり)などを見直 (みなお)して、時間 (じかん)と心 (こころ)のゆとりをつくります

●学校 (がっこう)以外 (いがい)の人 (ひと)が受 (う)け持 (も)つ仕事 (しごと)を整理 (せいり)します

●先生 (せんせい)以外 (いがい)の人 (ひと)に関 (かか)わってもらう仕事 (しごと)を整理 (せいり)します

●先生 (せんせい)の負担 (ふたん)を減 (へ)らしたほうがいい仕事 (しごと)を整理 (せいり)します

●学校 (がっこう)の事務 (じむ)にデジタル技術 (ぎじゅつ)を使 (つか)います

●先生 (せんせい)が自分 (じぶん)から新 (あたら)しいことに挑戦 (ちょうせん)できるようにします


横浜 (よこはま)で教 (おし)えることを良 (よ)いと思 (おも)い、働 (はたら)きがいを
もっている１年 (ねん)目 (め)から３年 (ねん)目 (め)までの先生 (せんせい)の割合 (わりあい)


時間 (じかん)と心 (こころ)のゆとりができて、子 (こ)どものもって
いる力 (ちから)を育 (そだ)てることができたと思 (おも)う先生 (せんせい)の割合 (わりあい)


柱 (はしら)５


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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柱 (はしら)６


施策 (しさく)１　みんながちょうどいい人数 (にんずう)で学 (まな)べる学校 (がっこう)


施策 (しさく)２　学校 (がっこう)の建物 (たてもの)を新 (あたら)しくしたり使 (つか)いやすくしたりします


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


学校 (がっこう)を安全 (あんぜん)で使 (つか)いやすくします。環境 (かんきょう)にやさしく、バリアフリーにして、地域 (ちいき)の防災 (ぼうさい)にも役 (やく)に立 (た)つようにします。


●学校 (がっこう)の建物 (たてもの)を計画的 (けいかくてき)により良 (よ)くします		●安全 (あんぜん)で安心 (あんしん)な学校 (がっこう)をつくります


25校 (こう)


トイレを洋式 (ようしき)にした学校 (がっこう)の割合 (わりあい)


体育館 (たいいくかん)に空調 (くうちょう)をつけた学校 (がっこう)の割合 (わりあい)


エレベーターを設置 (せっち)している学校 (がっこう)の割合 (わりあい)


※　建 (たて)替 (か)えする学校 (がっこう)等 (とう)を除 (のぞ)きます


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


●みんなが勉強 (べんきょう)しやすい学校 (がっこう)を用意 (ようい)するとともに、今 (いま)までやってきた

ことを見直 (みなお)して、問題点 (もんだいてん)や直 (なお)すべきところを明 (あき)らかにします


学校 (がっこう)にいる子 (こ)どもの数 (かず)が多 (おお)すぎたり、少 (すく)なすぎたりしないようにするための計画 (けいかく)を考 (かんが)えます。


校舎 (こうしゃ)のいちばん上 (うえ)の階 (かい)の教室 (きょうしつ)に、暑 (あつ)さや寒 (さむ)さをふせぐ
工事 (こうじ)をした学校 (がっこう)の割合 (わりあい)


建 (た)てかえたり、長 (なが)く使 (つか)えるようにしっかり直 (なお)す学校 (がっこう)の数 (すう)


17校 (こう)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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柱 (はしら)７


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


目標 (もくひょう)・方向 (ほうこう)


主 (おも)な取組 (とりくみ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


主 (おも)な目標 (もくひょう)の
数字 (すうじ)


施策 (しさく)１　ずっと学 (まな)び続 (つづ)けられるようにします


施策 (しさく)２　市立 (しりつ)図書館 (としょかん)をより良 (よ)くし、利用 (りよう)しやすくします


図書館 (としょかん)をきれいにし、デジタル技術 (ぎじゅつ)も使 (つか)い、べんりで使 (つか)いやすい図書館 (としょかん)をめざします。


●いろいろな学 (まな)びの場所 (ばしょ)やチャンスをふやします

●みんなが本 (ほん)を読 (よ)むきかいをひろげます

●文化 (ぶんか)財 (ざい)を守 (まも)り、みんなが大切 (たいせつ)に使 (つか)ったり、見 (み)たりできるようにします


●市立 (しりつ)図書館 (としょかん)をより良 (よ)くし、利用 (りよう)しやすくします


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


目標 (もくひょう)の数字 (すうじ)


目 (め)指 (ざ)す数値 (すうち)（2029年 (ねん)度 (ど)）


図書館 (としょかん)を利用 (りよう)して満足 (まんぞく)した人 (ひと)の割合 (わりあい)


7,000回 (かい)


学 (まな)びに関 (かん)するオンラインの配信 (はいしん)講座 (こうざ)を見 (み)た回数 (かいすう)


みんながずっと学 (まな)び続 (つづ)けられるように、図書館 (としょかん)や博物館 (はくぶつかん)などの学 (まな)びの場 (ば)を

良 (よ)くして、デジタル技術 (ぎじゅつ)も使 (つか)いながら、学 (まな)ぶ体験 (たいけん)をより充実 (じゅうじつ)させます。


現在 (げんざい)の数値 (すうち)


現在 (げんざい)の数値 (すうち)
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第 (だい)５期 (き)横浜市 (よこはまし)教育 (きょういく)振興 (しんこう)基本 (きほん)計画 (けいかく)　（やさしい概要版 (がいようばん)）

横浜市 (よこはまし)教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)事務局 (じむきょく)教育 (きょういく)政策 (せいさく)推進課 (すいしんか)

〒231-0005　横浜市中区 (よこはましなかく)本町 (ほんちょう)6-50-10　tel 045-671-3243　　fax 045-663-3118


	表紙
	横浜の教育で育てようとしている人・子ども一人ひとりが「未来」を創るために必要なこと
	この計画について・計画体系
	柱１　全ての子どもの可能性を広げる学びの推進
	柱２　ともに未来を創る 
グローバル人材の育成
	柱３　安心して学べる環境づくり
	柱４　社会全体で子どもを支える教育の推進
	柱５　子どもたちの学びを支える魅力ある教職員
	柱６　子どもの学びを充実させる学校規模と学校施設
	柱７　市民の豊かな学び
	裏表紙



